
























　著者のオトゴンバータル Р. Отгонбаатар 氏は、モンゴル国を代表する歴史文
献学者であり、モンゴル語・チベット語文献を専門としている。とりわけ、パ











（Ri bo rtse lnga’i dkar chag rab gsal me long.［文殊道場五台山志］, Zi ling: mTsho 









名はモンゴル風の呼称であり、本来は「タシーゲペルリン（bKra shis dge ’phel 
gling）」と言うべきであろう。ところが、本仏教史の奥書に「自身が住持する
タムチョー・タルギェーリン（Dam chos dar rgyas gling）付近のサンガク・ラプ
ギェー宮（Bla brang gsang sngags rab rgyas）にてよくまとめた（rang gnas dgon 






いことに、本仏教史第 2 部「仏教などがいかに広まったかを説く（rgyal bstan 
sogs ji ltar dar ba’i tshul bshad pa）」後半にあるモンゴル寺院リストの中には、「ラー









ムツォ（Dharma ta la Dam chos rgya mtsho）が 1889 年に著した『大モンゴルの
地に正法がいかに発展したかを説く「白蓮華鬘」（Chen po hor gyi yul du dam pa’i 
chos ji ltar dar ba’i tshul gsal bar brjod pa padma dkar po’i phreng ba）』（本稿では
「ダルマダラの『ホル・チョエジュン』」と表記されている）が挙げられている。
この仏教史書の木版本の影印は、Dharmatala’s Annals of Buddhism.（Reproduced 














































である。この僧侶について S. ゴンボジャブ・ハンバは「22. イシバルダン。オ
ルドス旗 iii) のハンバ・パンディタ。19 世紀の人で、5 巻の著作を有する。モン
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ゴル史と習俗、写本 1」と、60 年前、1959 年に報告していた。
　内モンゴルの学者 S. ナルスン、トゥムルバータルらは 2000 年に、「ガーダル
ミィン・スム Гаdarma-yin süm-e。この寺は現在のズーンガル Jegün gar【準格爾】
旗 qosiγu のイフザム Yeke ǰam・ソム sum【大路鎮】のゾーギーン・ゴル・ガツァー 
Juu-yin γoul γačaγ-a にあった。清朝の乾隆時代（1736-1795）にガーダルミィン・
ゴル Гаdarma-yin γoul という地に本寺のシャブラン・ラマであるイシバルダン
が最初に建立した。チベット名はラーシゲペルリン Paaшгэпэллин、漢語で経廣
寺という……　18 世紀末～ 19 世紀初頭に生きていた本寺のゲゲーンのイシバ
ルダンという大いに徳を持つ人物がいた。彼は経版を巧く刻む技巧を有し、生
涯に百以上の経巻を印刻した。このほか、またモンゴル史研究に関わる『ガー
ダルマ・ゲゲーン iv) 全集 Γadarma gegen-ü sumbum』、『エルデニーン・エリヘ』
などの書を著した。彼の刻した木版を、抗日戦争時代に国民党軍が燃料として
焼いた。『ガーダルマ・ゲゲーン全集』という書を 1940 年ごろにオラーンツァ






Ordos 出身の古老である雍和宮の管長ジャミヤントゥブデン Жамъянтүвдэн, 





1 　Гомбожав, С., “Монголчуудын төвөд хэлээр зохиосон зохиолын зүйл”, Studia Mongolica, II 
боть, IV өгүүлэл, Уб, 1960, 26 дугаар тал.
2　Sa. Narasun, Temürbaγatur, Ordos-un süm-e keyid. (Mongγol ündüsüten-ü süm-e keyid-ün čubural V) 
Qayilar, 2000, 12-13 duγar tal-a. ［薩・那日松・特木爾巴特爾　『鄂爾多斯寺院』（蒙古族藏傳
佛教寺院大全 5）海拉爾（内蒙古文化出版社）2000］









なり詳しく述べており、Sh. ナツァグドルジ 4 は、有名なロ【ブサンダンジン
Лувсанданжин の】『アルタン・トブチ Алтан товч』の著者を決定する見解を







　Ya. ツェベル 7 はモンゴル公立図書館にある一写本について 1937 年に言及し
た。彼が歴史文献類という部分で「11.847. エルデニーン・エリヘ、0、モンゴル、2、
33、写本、モンゴルの古代のハ（ー）ンの続系を明らかにした記録」と記したのは、
モンゴル語で著された 2 冊、33 葉であることを示しており、本登録の略号で示
したものである。残念ながら、著者と著作年代については記されなかった。
　L. S. プチコフスキー 8 はペテルブルグの東洋学研究所に一写本があることを
3 　Пэрлээ, Д., Монголын хувьсгалын өмнөх үеийн түүх бичлэгийн асуудалд. Уб, 1958.
4 　Нацагдорж, Ш., “Алтан товчийн зохиогчийн тухай.” Шинжлэх ухаан техник, Уб, 1958, 53 
дугаар тал.
5 　Дамдинсүрэн, Ц., А. Лувсандэндэв, Орос-Монгол толь. II дэвтэр, Уб, 1969, 917 дугаар тал.
6 　Kesigtoγtoqu, Č., Mongγol-un erten-ü udq-a ǰokiyal-un sin-e sudulul. Kökeqota, 1998, 518 duγar 
tal-a. ［策 · 賀西格陶克陶　『蒙古古典文学研究新論』呼和浩特（内蒙古人民出版社）1998.］
7 　Цэвэл, Я., Улсын номын сангийн азийн ангид бүхий монгол ангийн бичмэл ба дармал ном 
бичгийн бүртгэл. 1937, 2 дугаар тал.
8 　Пучковский, Л. С., Монгольские рукописи и ксилографы института Востоковедения. 1957, 
58-60 дугаар тал.






と呼ばれるところのゲレン・イシバルダン Тойн ханчин банди хэмээн дуудагч 
гэлэн Ишбалдан の著作であると、全内容を、詳細に葉数を示して記したのであ
る。原本の大きさは 24.5 × 12.5 センチで、毛頭紙に 7 行立てで記した 81 葉か
らなる。全部で 1,143 行前後である。これは、縦型の 2 冊子に書かれた百余り
の葉数の写本である。
　デンマークの首都コペンハーゲン市の王立図書館に本書の 2 つの写本があり、
そのうちの 1 つを選び、W. ハイシッヒ 9 は 1961 年に出版したのであった。該書
の序文に、デンマークの学者 K. グリュンベクが 1938 ～ 39 年のあいだにツァハ
ル Цахар 地方から確かに得たことについて報告されている。ハイシッヒ氏が出
版した原本は、一葉に 12 行、筆で書かれた大判縦型の冊子本である。紙型は 43
× 21 センチで、書写面の大きさは 25.5 × 16 センチであると、W. ハイシッヒと
Ch. ボーデン 10 は書誌情報として記している。これは大型の紙に記されたため、
全部で 936 行である。別の出版されずに残った冊子は、やや小型で、26 × 25.5






　モンゴル国の学者 D. ブルネー 12 は、2006 年に『モンゴル歴史文献叢書』の
9　ERDENI-YIN ERIKE Mongolische Chronik der lamaistischen Klosterbauten der Mongolei von 
ISIBALDAN (1835). (Monumenta linguarum Asiae maioris, Series nova, Bd.2), Kopenhagen: Ejnar 
Munksgaard, 1961.
10　Heissig, W., Ch. Bawden, Catalogue of Mongol Books, Manuscripts and Xylographs. Copenhagen, 
1971.
11　耶喜巴勒登（著）苏鲁格（譯注）『蒙古政教史』北京（民族出版社）1989.
12　Бүрнээ, Д., Ишбалдан Эрдэнийн эрих, Уб, 2006, 2014 ; 『益希巴拉丹《寶鬘》』呼和浩特（内
蒙古教育出版社）、2017. 





Сүмбэ хамба Ишбалжир, Sum pa mkhan po Ye shes dpal ’byor、トガン・ロブサンチョ











　三宅・松川ら 14 は 2019 年に hor gyi yul du rgyal rabs dang rgyal bstan ’dzin yig 
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例の一つとなっている。
　さて、ちなみに、バーリン Баарин 地方の学僧ダルマダラ Дармадала, Dharma 
























原本は、26 × 25.5 センチの大きさの毛頭紙の 21 × 20 センチの範囲に一葉あ
たり 16 行を筆で書き、黄布で外装した二冊本で、第一冊は 16 葉、第二冊は
17 葉、計 33 葉の写本である。『エルデニーン・エリヘという』【erdeni-yin erike 
kemekü】という外題のこの異本もまた古き良き時代の原本である。しかし第 6
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イェシェー・ペルデン著『モンゴル仏教史・宝の数珠―寺本婉雅旧蔵―』刊行に寄せて22
葉裏に ter ber とある後、aldarsiγsan-ača までの一葉分、第 10 葉裏に rinčinpal と














モンゴル国所蔵原本 デンマーク国原本 内モンゴル出版本（ソノム） チベット語原本
eke inü 2е7 eke ber 2е8 Эх ни 843 mas 3e4
ɣomdaǰu 2е9 ɣomdaɣad 2е9 Гомдоод 843 ma mnyed de 3a4
esen luɣ-a 8е12 asan luɣ-a 10а9 Эсэнтэй 855 e sen 10a4
gem bükün-i 14е10 gem bükün-i 18а10 Гэмтэйг мэдэж 869 skyon can du17e3
arban ǰil 15а3 tabun ǰil 18е5 Таван жил 869 lo lnga 17e6
nasungküldi 15а10 nisüküldi 18е11 Агсагалдай 870 a sa gvo ta 18a3
qaɣan samar qamtu ɣutul 21а7 qaɣan yamar qamtu ɣutul 24е9 Гахайн хамарт гутал 879 phag sna’i lham 23e6
quvbaraɣ 26а8 30е 9 /гэргийтэн/ Хүмүүс 887 khyim pa 29a1
binai 26а9  vini 30е10 Винай 887 ’dul 29a1
barɣutan naiman qosiɣu 32а5-6 baraɣunta naiman qosiɣu 38а4 Баргуд найман хошуу 897 p’ar god tsho ba brgyad 35a6
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ⅱ）本稿本文では、元著者の表記に従い、チベット語名イェシェー・ペルデン Ye shes 
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